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計数の表示方法等

　・　数字の単位未満は原則として四捨五入しているため、総数と内訳の計が一致しない場合がある。

　・　符号の用法は次のとおりである。

　　「0」～単位未満

　　「-」～該当数値なし、未公表など

　・　計数は、速報の確報化、誤計数の判明等により、過去に遡って訂正される場合がある。
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【各項目の判断】

（不　変）

   【個人消費】

   【住宅建設】

   【観光】

【総括判断】

 　　　　管内経済は、一部に弱さがみられるものの、持ち直している。

項　　目
前回（参考） 今回 前回判断

との比較（27年8月判断） （27年11月判断）

緩やかに持ち直しつつあるもの
の、一部に弱さがみられる。

緩やかに持ち直しつつあるもの
の、一部に弱さがみられる。

総括判断
一部に弱さがみられるものの、
持ち直している。

一部に弱さがみられるものの、
持ち直している。

個人消費

住宅建設 下げ止まりつつある。 弱含んでいる。

観 光 緩やかに回復している。 緩やかに回復している。

雇用情勢 改善している。 改善している。

公共事業 前年を下回る。 前年を下回る。

・プレミアム商品券は、日常の生活用品の購入に利用され、それ以外の買い回りへ広がっていないように感じる。（小売業）

・円安等により資材費や労務費などの建築コストは上昇している。3年程前との比較で2割は上昇しており、顧客が建築に踏み切
れずにいる。（建設業）

・増税後の落ち込みが見られた前年よりも建築数は下回っており、状況は良くない。（建設業）

・週末にかけて天候の悪い日が重なったことで、衣料品の売上に大きく影響を受けた。（小売業）

・年末に新型のハイブリットカーが発売される予定であり、それまで大きな動きはなさそうである。（小売業）

・宿泊客数は増加しており、7～9月は各月とも前年を上回っている。客室稼働率も90％超と高稼働であるうえ、宿泊単価も上昇し
ており好調となっている。（宿泊業）

・7月以降、白物家電（洗濯機、冷蔵庫、エアコン）を中心に、季節商品（扇風機等）も売れている状況である。（小売業）

・海外客が増加しており、特に中国本土からの個人旅行客の伸びが著しい。7月、8月は前年の3倍程度まで増加した。（宿泊業）

項　目
今　回

（27年11月判断）
前回判断
との比較

項　目
今　回

（27年11月判断）
前回判断
との比較

－農　　業

金　　融

水稲の作況状況は、｢やや良｣
となっている。

貸出金残高は前年を上回
る。

漁　　業

企業倒産

水揚金額は前年を下回る。

件数は前年を上回る。

　個人消費は緩やかに持ち直しつつあるものの、一部に弱さがみられ、住宅建設は弱含んで
いるが、観光は緩やかに回復しており、雇用情勢は改善している。

経済情勢に関する生の声 
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１． 個 人 消 費 ・・・

○

○

緩やかに持ち直しつつあるものの、一部
に弱さがみられる。

主要小売店売上高は、天候不順等により、衣料品が前年を下回ったものの、飲食料
品は底堅く推移しているほか、家電等家庭用品に動きがみられ、前年とほぼ同水準と
なっている。

乗用車販売は、新型小型車の投入効果がみられるものの、軽自動車で駆け込み需要
の反動がみられ、前年を下回っている。
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前年比（％） 売上高（億円） 

主要小売店売上高 その他 身の回り品 
雑貨 家庭用品 
衣料品 飲食料品 
合計前年比 

（注）四半期分は3か月の平均。 

《四半期》 《月》 

○主要小売店売上高
合計

前年比 前年比 前年比 前年比 前年比 前年比
24     年 110,160 ▲ 3.0 13,288 ▲ 2.7 3,582 2.7 5,974 ▲ 3.6 9,474 ▲ 20.0 70,588 ▲ 0.1
25     年 109,522 ▲ 0.6 12,952 ▲ 2.5 3,611 0.8 5,785 ▲ 3.2 9,039 ▲ 4.6 71,127 0.8
26     年 114,681 ▲ 0.0 11,797 ▲ 4.8 3,541 ▲ 0.1 6,652 ▲ 0.3 11,527 ▲ 1.8 71,577 0.6
26. 7～ 9 27,502 ▲ 1.5 2,728 ▲ 6.5 777 ▲ 0.7 1,646 ▲ 1.2 2,653 ▲ 8.9 17,582 0.3

10～12 30,689 ▲ 0.9 3,120 ▲ 6.3 976 ▲ 3.2 1,762 ▲ 3.2 2,964 ▲ 8.8 19,241 0.8
27. 1～ 3 27,374 ▲ 7.7 2,935 ▲ 11.1 839 ▲ 17.1 1,490 ▲ 12.5 2,660 ▲ 23.7 17,410 ▲ 2.6

 4～ 6 27,021 0.8 2,546 ▲ 3.8 791 2.0 1,585 2.9 2,423 0.0 17,165 1.7
 7～ 9 27,186 ▲ 1.1 2,594 ▲ 4.9 777 0.0 1,571 ▲ 4.6 2,690 1.4 17,543 ▲ 0.2

 27.     4 8,825 4.4 852 3.4 253 10.1 532 12.7 829 5.4 5,544 3.4

         5 9,278 2.0 820 ▲ 1.3 259 0.8 526 ▲ 0.6 820 2.9 5,910 3.4

         6 8,918 ▲ 3.8 875 ▲ 11.8 279 ▲ 3.4 527 ▲ 2.3 775 ▲ 7.7 5,711 ▲ 1.5

         7 9,184 0.0 846 ▲ 4.0 261 ▲ 1.5 526 ▲ 4.6 891 3.2 5,958 1.0

         8 9,453 ▲ 0.8 807 ▲ 3.5 266 4.9 551 ▲ 2.8 919 1.4 6,203 ▲ 0.3

         9 8,548 ▲ 2.7 940 ▲ 6.9 251 ▲ 3.4 493 ▲ 6.5 880 ▲ 0.4 5,382 ▲ 1.4

（注）前年比は店舗調整済数値で計算しているため、表の売上高から算出した前年比とは一致しない。

（資料）旭川財務事務所

（単位：百万円、％）
うち飲食料品うち衣料品 うち身の回り品 うち雑貨 うち家電等家庭用品
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（％） 
乗用車新車登録等台数（前年比） 

《四半期》 《月》 
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（台） 
乗用車新車登録等台数（種類別） 普通 小型 軽 

《四半期》 《月》 

（注）四半期分は3か月の平均。 

前年比 前年比 前年比 前年比
24     年 22,892 31.6 6,781 28.5 8,480 26.1 7,631 41.6
25     年 23,224 1.5 6,322 ▲ 6.8 8,355 ▲ 1.5 8,547 12.0
26     年 24,063 3.6 6,416 1.5 7,899 ▲ 5.5 9,748 14.1
26. 7～ 9 5,510 ▲ 6.3 1,547 0.3 1,758 ▲ 15.6 2,205 ▲ 2.1

 10～12 5,168 ▲ 0.1 1,270 ▲ 10.5 1,618 ▲ 9.1 2,280 15.4
27. 1～ 3 6,381 ▲ 19.0 1,905 ▲ 19.2 2,033 ▲ 21.8 2,443 ▲ 16.3

4～ 6 4,941 ▲ 10.3 1,461 17.7 1,909 ▲ 0.7 1,571 ▲ 33.0
7～ 9 4,823 ▲ 12.5 1,341 ▲ 13.3 1,983 12.8 1,499 ▲ 32.0

         4 1,448 ▲ 16.2 493 32.9 519 ▲ 14.9 436 ▲ 41.6

         5 1,569 ▲ 5.7 448 18.8 583 7.8 538 ▲ 27.9

         6 1,924 ▲ 9.2 520 5.5 807 4.5 597 ▲ 30.0

         7 2,056 ▲ 4.5 593 ▲ 4.8 975 34.3 488 ▲ 39.4

         8 1,279 ▲ 6.7 373 9.4 504 8.4 402 ▲ 28.8

         9 1,488 ▲ 25.0 375 ▲ 35.7 504 ▲ 11.1 609 ▲ 27.1

        10 1,513 ▲ 6.9 454 0.2 558 8.8 501 ▲ 24.0

（資料）(社)日本自動車販売協会連合会旭川支部、(社)旭川地区軽自動車協会

（単位：台、％）

合計 うち普通 うち小型 うち軽
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２． 住 宅 建 設 ・・・ 弱含んでいる。

○ 住宅建設は、前年に増税後の落ち込みのあった持家は増加しているものの、貸家、
及び分譲住宅が減少しており、全体では弱含んでいる。
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（％） 
新設住宅着工戸数（前年比） 

《四半期》 《月》 
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（戸） 

新設住宅着工戸数（利用関係別） 持家 貸家 分譲住宅 給与住宅 

《四半期》 《月》 

（注）四半期分は3か月の平均。 

　新設住宅着工戸数合計（上川・留萌・宗谷各振興局の市町村計）

前年比 前年比 前年比 前年比 前年比
 24     年 3,048 ▲ 1.7 2,390 ▲ 7.2 1,346 4.6 1,521 ▲ 8.0 152 17.8
 25     年 3,152 3.4 2,401 0.5 1,515 12.6 1,437 ▲ 5.5 154 1.3
 26     年 2,944 ▲ 6.6 2,346 ▲ 2.3 1,148 ▲ 24.2 1,594 10.9 156 1.3
 26. 7～ 9 842 ▲ 7.3 657 ▲ 7.6 320 ▲ 35.2 428 12.9 72 2.6倍
 　 10～12 715 ▲ 20.7 611 ▲ 7.4 259 ▲ 27.9 413 ▲ 15.5 42 ▲ 10.6
 27. 1～ 3 481 17.0 404 23.5 175 22.4 262 12.0 32 28.0

 4～ 6 850 ▲ 12.9 696 ▲ 7.3 380 ▲ 10.8 426 ▲ 17.9 26 52.9
 7～ 9 788 ▲ 6.4 566 ▲ 13.9 354 10.6 384 ▲ 10.3 28 ▲ 61.1

27.　　 4 274 ▲ 7.1 238 8.2 102 ▲ 25.5 161 16.7 11 57.1
 　　　 5 274 ▲ 15.7 223 ▲ 14.2 135 3.1 131 ▲ 31.4 8 2.7倍
 　　　 6 302 ▲ 15.2 235 ▲ 13.3 143 ▲ 9.5 134 ▲ 29.5 7 0.0
 　　　 7 242 10.5 174 9.4 106 ▲ 5.4 124 49.4 5 ▲ 50.0
 　　　 8 273 ▲ 15.5 196 ▲ 18.3 104 ▲ 27.3 147 25.6 13 ▲ 76.4
 　　　 9 273 ▲ 9.0 196 ▲ 24.0 144 2.2倍 113 ▲ 50.4 10 42.9

（注）管内6市は、旭川市、留萌市、稚内市、士別市、名寄市、富良野市。

(資料）国土交通省

（単位：戸、％）

　地　　域　　別 利　用　関　係　別
うち管内6市計 持      家 貸      家 分 譲 住 宅
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３． 観 光 ・・・

○

○

緩やかに回復している。

空港乗降客数は、旭川空港における中国便の就航や、稚内空港におけるチャーター
便の増加等により、国内便・国際便利用客ともに前年を上回っている。

旭山動物園入園者数は、「きりん舎・かば館」のオープン効果が落ち着きをみせてい
ることから、前年を下回っている。
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旭山動物園入園者数 入園者数 前年比 

（注）四半期分は3か月の平

均。 

《四半

期》 
《月》 

(単位：人、％)

   合      計 　旭川空港

前年比 前年比 前年比 前年比 前年比 前年比

24   年 1,240,913 12.0 1,064,944 13.5 1,023,364 13.9 41,580 4.3 175,969 3.7 1,653,461 ▲ 5.8
25   年 1,243,832 0.2 1,066,463 0.1 980,851 ▲ 4.2 85,612 2.1倍 177,369 0.8 1,601,269 ▲ 3.2
26   年 1,278,368 2.8 1,096,563 2.8 953,191 ▲ 2.8 143,372 67.5 181,805 2.5 1,677,062 4.7

26. 7～ 9 446,098 ▲ 0.4 363,345 ▲ 0.4 315,819 ▲ 5.9 47,526 62.2 82,753 ▲ 0.1 762,257 2.7
10～12 286,890 1.4 253,830 1.2 208,942 ▲ 6.4 44,888 63.2 33,060 2.2 234,705 ▲ 7.9

27. 1～ 3 284,932 3.6 265,431 3.8 220,987 ▲ 2.5 44,444 52.4 19,501 1.9 257,510 ▲ 9.1
 4～ 6 290,237 7.2 242,493 8.3 210,262 4.0 32,231 47.8 47,744 1.9 365,187 ▲ 8.0
 7～ 9 459,322 3.0 372,035 2.4 313,918 ▲ 0.6 58,117 22.3 87,287 5.5 690,569 ▲ 9.4

27.　　 4 73,836 8.0 65,407 9.8 55,237 2.2 10,170 83.4 8,429 ▲ 3.8 35,106 ▲40.2
5 95,017 9.4 81,853 10.4 71,227 8.0 10,626 29.6 13,164 3.6 182,492 3.8
6 121,384 5.0 95,233 5.6 83,798 2.0 11,435 41.9 26,151 3.0 147,589 ▲ 9.2
7 151,299 4.5 121,919 4.2 101,640 1.0 20,279 23.6 29,380 5.8 209,384 ▲ 5.5
8 161,755 0.5 133,373 0.7 112,279 ▲ 1.4 21,094 14.1 28,382 ▲ 0.5 283,782 ▲16.2
9 146,268 4.2 116,743 2.5 99,999 ▲ 1.3 16,744 32.6 29,525 11.7 197,403 ▲ 2.2

 （注）１．空港乗降客数は、定期便＋チャーター便である。
 （資料）旭川市、稚内空港事務所、旭山動物園

　うち国内便 　うち国際便

空　港　乗　降　客　数 旭山動物園
入園者数稚内空港
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４． 雇 用 情 勢 ・・・

○

○

○

改善している。

有効求人倍率（常用）は、有効求人数が増加し、有効求職者数が減少したことから、前
年を上回り、高い水準で推移している。

新規学卒者（高校）の求人倍率は、前年を上回っている。

新規求人数（常用）は「製造業」、「卸売業・小売業」等が減少したことから、前年を下
回っている。
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（注）四半期分は3か月の平均。 

《四半期》 《月》 
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前年差（ポイント） 求人倍率（倍） 

有効求人倍率（常用・原数値） 前年差 求人倍率 

《四半期》 《月》 

(単位：倍、ポイント、人、％）

前年比 前年比 前年差 前年比 前年差 前年差
24     年 123,847 ▲ 7.3 82,709 15.8 0.67 0.14 32,535 13.3 1.48 ▲ 0.04 95.6 3.0
25     年 117,396 ▲ 5.2 91,116 10.2 0.78 0.11 34,882 7.2 1.68 0.20 97.8 2.2
26     年 108,071 ▲ 7.9 92,492 1.5 0.86 0.08 34,993 0.3 1.94 0.26 97.8 0.0
26. 7～ 9 26,501 ▲ 6.9 22,987 ▲ 0.7 0.87 0.06 8,754 0.6 1.50 0.34 31.0 2.5

 10～12 24,332 ▲ 7.1 22,048 ▲ 0.5 0.91 0.06 7,678 ▲ 2.6 1.82 0.31 84.7 1.9
27. 1～ 3 25,113 ▲ 7.3 23,522 ▲ 1.1 0.94 0.06 9,752 0.4 1.94 0.26 97.8 0.0

 4～ 6 27,668 ▲ 8.2 24,883 5.1 0.90 0.11 9,096 2.8 - - - -
 7～ 9 24,047 ▲ 9.3 23,449 2.0 0.98 0.11 8,578 ▲ 2.0 1.61 0.11 26.3 ▲ 4.7

27.　   4 9,746 ▲ 7.8 8,555 4.9 0.88 0.11 3,338 3.7 - - - -
5 9,176 ▲ 9.2 8,349 7.2 0.91 0.14 2,862 7.4 - - - -
6 8,746 ▲ 7.5 7,979 3.1 0.91 0.09 2,896 ▲ 2.3 - - - -

　  7 8,098 ▲ 10.0 7,905 3.3 0.98 0.13 3,146 2.4 - - - -
8 8,001 ▲ 9.0 7,720 2.3 0.96 0.10 2,654 1.6 - - - -
9 7,948 ▲ 8.8 7,824 0.4 0.98 0.09 2,778 ▲ 9.5 1.61 0.11 26.3 ▲ 4.7

（注）求職者数、求人数の年、四半期は累計値。新規学卒者関係は各年度末、各四半期末月の計数。

（資料） 旭川・稚内・留萌・名寄公共職業安定所

新規求人数 新規学卒者（高校）
求人倍率

新規学卒者（高校）
就職内定率（常用・原数値）（常用・原数値） （常用・原数値） （常用・原数値）

有効求職者数 有効求人数 有効求人倍率
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５． 公 共 事 業 ・・・ 前年を下回る。

○ 公共事業を前払金保証請負金額でみると、第2四半期は、上川、留萌、宗谷地域ともに前
年を下回っている。年度累計でも、前年を下回っている。
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5.1 27.5 ▲  9.4 ▲ 18.3 

1,350 1,722 1,561 961

24年度 25年度 26年度 27年度 

（億円） 

公共工事前払金保証請負金額（累計） 

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 

累計 
前年比 

（第4四半期まで） 
 

累計額 
（第4四半期まで） 

 

年度 

（単位：百万円、％） （単位：百万円、％）

前年比 前年比 前年比 前年比
24  年 度 135,022 5.1 83,021 5.0 22,661 ▲ 4.6 29,339 14.7
25  年 度 172,218 27.5 116,235 40.0 26,036 14.9 29,947 2.1
26  年 度 156,076 ▲ 9.4 100,443 ▲ 13.6 24,268 ▲ 6.8 31,364 4.7
26. 7～ 9 43,812 ▲ 33.4 27,434 ▲ 40.9 8,171 ▲ 16.8 8,204 ▲ 13.7

10～12 16,580 ▲ 32.9 11,513 ▲ 38.2 2,304 ▲ 26.6 2,760 ▲ 5.0
27. 1～ 3 21,849 2.1 14,393 10.6 2,929 ▲ 16.6 4,526 ▲ 7.1

4～ 6 62,119 ▲ 15.9 39,148 ▲ 16.9 8,987 ▲ 17.2 13,983 ▲ 11.9
7～ 9 33,953 ▲ 22.5 20,362 ▲ 25.8 6,312 ▲ 22.8 7,277 ▲ 11.3

27.     4 20,039 ▲ 3.9 12,322 ▲ 2.7 3,410 37.9 4,306 ▲ 24.6
5 19,355 ▲ 31.8 11,928 ▲ 31.2 2,347 ▲ 56.4 5,080 ▲ 9.8
6 22,725 ▲ 7.7 14,898 ▲ 12.8 3,230 7.6 4,597 1.5
7 14,865 ▲ 24.7 9,674 ▲ 11.9 2,235 ▲ 50.7 2,955 ▲ 30.2
8 9,835 ▲ 27.7 4,837 ▲ 42.7 2,584 ▲ 7.7 2,414 2.0
9 9,253 ▲ 11.6 5,851 ▲ 27.0 1,493 77.5 1,908 19.0

27.4～27.9累計 96,076 ▲ 18.3 59,511 ▲ 20.2 15,301 ▲ 19.6 21,262 ▲ 11.7
（資料）北海道建設業信用保証㈱

公 共 工 事 前 払 金 保 証 請 負 金 額
合     計 　うち上川 　うち留萌 　うち宗谷
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６． 農 業 ・・・

○

○

（１）水稲の作況状況（10月15日現在）

（2）生乳生産量

水稲の作況状況は、「やや良」となっている。

水稲の作況状況は、上川地域、留萌地域ともに「やや良」となっている。

生乳生産は、前年をやや下回って推移している。

上　川 566 545 104 やや良

留　萌 509 494 103 やや良

  （資料）北海道農政事務所

10a当たり
平年収量(㎏)

作況指数地域
10a当たり

予想収量（㎏）
良否
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Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

25年 26年 27年 27年 

前年比（％） 生産量（千トン） 
管内合計 前年比 

《四半期》 《月》 

（注）四半期分は3か月の平均。 

（単位：トン、％）

　うち上川 　うち留萌 　うち宗谷

前年比 前年比 前年比 前年比
24     年 578,526 1.4 177,217 0.6 72,752 0.4 328,557 2.0
25     年 573,046 ▲ 0.9 174,402 ▲ 1.6 71,890 ▲ 1.2 326,754 ▲ 0.5
26     年 557,543 ▲ 2.7 171,225 ▲ 1.8 68,220 ▲ 5.1 318,117 ▲ 2.6
26. 7～ 9 140,519 ▲ 2.0 43,064 ▲ 0.8 17,037 ▲ 4.5 80,418 ▲ 2.1

10～12 136,617 ▲ 1.1 41,674 ▲ 0.5 16,724 ▲ 2.6 78,218 ▲ 1.0
27. 1～ 3 137,171 ▲ 0.5 42,459 ▲ 0.0 16,608 ▲ 3.0 78,104 ▲ 0.2

 4～ 6 141,623 ▲ 0.7 43,227 ▲ 1.8 17,053 ▲ 1.5 81,343 0.2
 7～ 9 139,629 ▲ 0.6 41,767 ▲ 3.0 16,656 ▲ 2.2 81,206 1.0

27.     4 46,019 ▲ 0.5 14,293 ▲ 0.7 5,552 ▲ 2.0 26,173 ▲ 0.1
5 48,641 ▲ 0.3 14,904 ▲ 1.2 5,877 ▲ 0.8 27,860 0.3
6 46,964 ▲ 1.1 14,030 ▲ 3.5 5,624 ▲ 1.8 27,310 0.3
7 47,659 ▲ 0.5 14,350 ▲ 2.6 5,667 ▲ 2.2 27,642 0.9
8 46,820 ▲ 0.8 13,949 ▲ 3.6 5,560 ▲ 2.9 27,311 1.1
9 45,150 ▲ 0.5 13,468 ▲ 2.7 5,429 ▲ 1.5 26,252 0.9

（資料）ホクレン旭川・留萌・稚内支所、ＪＡきたそらち

合計
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７． 漁 業 ・・・ 水揚金額は前年を下回る。

水揚量、水揚金額ともにサケ・マス等が増加したものの、ホタテ、タコ等が減少したことから
前年を下回っている。

○
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Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

25年 26年 27年 27年 

（％） 水揚量・水揚金額（前年比） 水揚量 水揚金額 

《四半期》 《月》 

○水揚量 （単位：トン、％）

合計
前年比 前年比 前年比
 前年比 前年比
 前年比

25     年 175,035 - 112,366 - 12,415 - 19,783 - 2,540 - 6,888 -
26     年 177,420 1.4 136,418 21.4 11,485 ▲ 7.5 10,243 ▲ 48.2 3,766 48.3 431 ▲ 93.7
26. 7～ 9 71,865 4.0 56,992 20.3 7,413 1.9 2,501 ▲ 19.7 1,796 63.0 141 ▲ 98.0

10～12 50,564 ▲ 16.0 38,215 ▲ 1.3 4,042 ▲ 20.9 1,987 ▲ 76.8 1,010 23.2 - -
27. 1～ 3 3,054 ▲ 34.2 150 ▲ 67.5 0 30.6 1,782 ▲ 26.0 60 96.4 - -

 4～ 6 33,203 ▲ 34.1 25,482 ▲ 37.5 18 ▲ 38.6 661 ▲ 80.3 756 ▲ 18.7 1,080 3.7倍
 7～ 9 50,464 ▲ 29.8 32,337 ▲ 43.3 9,007 21.5 1,647 ▲ 34.2 836 ▲ 53.5 3,685 26.2倍

27.     4 5,344 40.5 3,740 4.3倍 0 ▲ 66.1 46 ▲ 97.6 95 5.4倍 - -
5 9,192 ▲ 56.2 6,745 ▲ 64.5 11 ▲ 46.1 161 ▲ 81.8 329 64.8 - -
6 18,667 ▲ 26.9 14,997 ▲ 28.2 6 ▲ 11.8 453 ▲ 18.2 332 ▲ 53.4 1,080 3.7倍
7 20,061 ▲ 22.4 16,063 ▲ 30.6 4 ▲ 78.8 466 2.4倍 383 ▲ 58.3 2,059 15.5倍
8 12,997 ▲ 38.7 9,031 ▲ 49.7 1,373 10.3 434 ▲ 49.2 208 ▲ 59.5 1,205 4461.6倍

9 17,407 ▲ 29.8 7,244 ▲ 54.4 7,630 24.0 747 ▲ 48.6 244 ▲ 33.0 421 56.8倍
（資料）新星マリン・稚内機船・稚内・宗谷・猿払村・枝幸漁業協同組合

うちホタテ うちホッケ うちタコうちサケ・マス うちイカナゴ(オオナゴ)

○水揚金額 （単位：百万円、％）

合計
前年比 前年比 前年比
 前年比 前年比
 前年比

25     年 32,747 - 17,907 - 4,387 - 1,333 - 1,377 - 360 -
26     年 37,839 15.5 22,015 22.9 4,533 3.3 1,807 35.6 2,069 50.3 41 ▲ 88.6
26. 7～ 9 15,895 15.3 9,447 26.6 2,811 2.3 653 47.1 984 65.4 14 ▲ 96.2

10～12 10,859 ▲ 0.8 6,114 ▲ 0.3 1,709 4.7 366 2.4 543 19.8 - -
27. 1～ 3 1,999 32.9 41 ▲ 74.1 0 35.0 427 50.8 27 75.6 - -

 4～ 6 7,821 ▲ 18.4 4,758 ▲ 24.4 12 ▲ 2.5 193 ▲ 61.7 371 ▲ 29.6 71 2.6倍
 7～ 9 13,397 ▲ 15.7 6,669 ▲ 29.4 4,015 42.8 385 ▲ 41.1 431 ▲ 56.2 155 11.4倍

27.     4 1,824 32.6 525 4.2倍 0 ▲ 38.5 16 ▲ 93.2 43 4.9倍 - -
5 1,905 ▲ 44.5 1,249 ▲ 55.3 8 ▲ 1.4 49 ▲ 69.8 161 39.6 - -
6 4,092 ▲ 14.3 2,984 ▲ 11.5 4 ▲ 1.1 128 24.3 167 ▲ 58.5 71 2.6倍
7 4,464 ▲ 20.3 3,261 ▲ 15.5 2 ▲ 63.6 100 48.1 198 ▲ 61.9 89 6.8倍
8 3,387 ▲ 27.2 1,952 ▲ 35.9 599 33.1 69 ▲ 77.3 106 ▲ 60.7 49 2034.5倍

9 5,546 ▲ 1.7 1,457 ▲ 42.8 3,414 44.9 216 ▲ 24.0 127 ▲ 34.9 17 26.3倍
（資料）新星マリン・稚内機船・稚内・宗谷・猿払村・枝幸漁業協同組合

うちホッケ うちタコ うちイカナゴ(オオナゴ)うちホタテ うちサケ・マス

 9



８． 金 融 ・・・
○

○

○

貸出金残高は前年を上回る。

金融機関の貸出金残高をみると、運転資金は前年を下回っているものの、設備資
金はホテル建設資金やマンション建設・購入資金等として需資がみられ、全体では
前年を上回って推移している。
金融機関の預金残高をみると、流動性の増加から、前年を上回っている。

貸出約定平均金利は、前年を下回って推移しており、過去最低の水準となっている。

0.5 0.5 
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6月  9月 12月  3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

25年 26年 27年 27年 

（％） （億円） 
貸出金残高（前年比） 残高 合計前年比 事業者 

《四半期》 《月》 

（単位：億円、％）
事業者 個人 地公体

設備 運転

26.  9 10,318 0.2 6,001 ▲ 0.5 2,203 3.6 3,798 ▲ 2.7 3,295 0.5 1,021 3.4
10    10,267 0.7 5,925 0.4 2,216 3.9 3,709 ▲ 1.6 3,294 0.3 1,047 3.5
11    10,322 1.1 5,993 1.5 2,219 3.9 3,773 0.2 3,301 0.0 1,027 1.6
12    10,458 1.1 6,108 1.7 2,266 6.2 3,842 ▲ 0.8 3,297 ▲ 0.1 1,052 1.3

27.  1 10,310 1.5 5,929 1.9 2,269 6.1 3,660 ▲ 0.6 3,284 ▲ 0.2 1,095 5.4
2     10,284 1.3 5,937 2.3 2,293 6.9 3,643 ▲ 0.4 3,277 ▲ 0.4 1,069 1.3
3     10,487 ▲ 0.0 5,985 ▲ 0.8 2,307 6.2 3,677 ▲ 4.7 3,291 ▲ 0.5 1,211 5.2
4     10,124 0.7 5,753 0.7 2,303 5.5 3,450 ▲ 2.3 3,278 ▲ 0.7 1,091 4.9
5     10,167 0.6 5,775 0.7 2,311 5.8 3,464 ▲ 2.5 3,276 ▲ 0.9 1,115 4.7
6     10,219 0.9 5,839 1.4 2,311 6.1 3,527 ▲ 1.5 3,267 ▲ 0.8 1,112 3.4
7     10,247 0.8 5,869 1.2 2,337 7.1 3,532 ▲ 2.3 3,267 ▲ 0.7 1,110 3.3
8     10,271 0.5 5,897 0.6 2,355 7.1 3,542 ▲ 3.3 3,265 ▲ 0.5 1,108 3.4
9     10,373 0.5 6,041 0.7 2,358 7.0 3,683 ▲ 3.0 3,282 ▲ 0.4 1,049 2.7

（注1）管内に所在する銀行、信用金庫、信用組合の本支店分の合計。（ゆうちょ銀行を含まない。）　
（注2）相手先別は一部金融機関から個人、事業者別の数値を徴しておらず、本表では事業者別に計上。
（注3）単位未満は切り捨て。
(資料)  旭川財務事務所

貸出金合計

前年比 前年比 前年比 前年比 前年比 前年比
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（％） 貸出金残高（使途別：前年比） 事業者（設備） 事業者（運転） 個人 

 《四半期》 《月》 
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（％） （億円） 
預金残高（前年比） 残高 前年比 

《四半期》 《月》 

1.618 1.618 

1.5
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1.7

1.8

1.9

2.0

6月  9月 12月  3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

25年 26年 27年 27年 

（％） 
貸出約定平均金利 

《四半期》 《月》 

（単位：億円、％） （単位：億円、％、％ポイント）
預金

流動性 定期性

26.  9 1.709 ▲ 0.014 24,595 0.9 10,226 2.2 14,328 0.1
10    1.709 0.000 24,508 1.1 10,212 2.8 14,254 ▲ 0.1
11    1.700 ▲ 0.009 24,746 1.3 10,388 3.5 14,321 ▲ 0.2
12    1.678 ▲ 0.022 25,012 1.1 10,622 2.9 14,342 ▲ 0.1

27.  1 1.675 ▲ 0.003 24,631 1.7 10,272 3.9 14,319 0.1
2     1.672 ▲ 0.003 24,563 1.5 10,388 3.8 14,134 ▲ 0.0
3     1.640 ▲ 0.032 24,511 0.9 10,500 2.0 13,969 0.1
4     1.656 0.016 24,879 0.8 10,746 2.0 14,090 ▲ 0.1
5     1.651 ▲ 0.005 24,892 1.1 10,662 3.1 14,190 ▲ 0.3
6     1.636 ▲ 0.015 25,185 1.4 10,717 3.2 14,427 0.1
7     1.630 ▲ 0.006 24,884 1.3 10,473 4.0 14,365 ▲ 0.6
8     1.628 ▲ 0.002 24,895 0.7 10,566 2.6 14,280 ▲ 0.7
9     1.618 ▲ 0.010 24,869 1.1 10,593 3.6 14,231 ▲ 0.7

（注1）管内に所在する銀行、信用金庫、信用組合の本支店分の合計。（ゆうちょ銀行を含まない。）
（注2）預金の性質別には、外貨預金等を含まない。
（注3）単位未満は切り捨て。
(資料)  旭川財務事務所

前年比前年比

貸出約定平均金利

前月差 前年比
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９． 企 業 倒 産 ・・・ 件数は前年を上回る。

○ 企業倒産は、件数及び負債総額ともに、前年を上回っている。
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（％） 

倒産件数（前年比） 

《四半期》 《月》 《四半期》 《月》 《四半期》 《月》 《四半期》 《月》 《四半期》 《月》 《四半期》 《月》 《四半期》 《月》 《四半期》 《月》 《四半期》 《月》 《四半期》 《月》 《四半期》 《月》 《四半期》 《月》 

2,423 

（単位：件、百万円、％）

前年比 農林 ｻｰﾋﾞｽ 建設 製造 販売 前年比
24     年 59 ▲ 3.3 - 17 19 7 13 5,827 ▲ 46.3
25     年 43 ▲ 27.1 1 11 15 3 11 14,030 2.4倍
26     年 44 2.3 - 11 9 2 19 4,525 ▲ 67.7
26. 7～ 9 10 11.1 - 2 1 - 7 622 ▲ 35.7

10～12 5 ▲ 54.5 - 2 2 - - 769 ▲ 89.4
27. 1～ 3 8 ▲ 42.9 - 2 3 - 3 478 ▲ 61.2

4～ 6 12 ▲ 20.0 2 4 2 1 3 5,120 2.7倍
7～ 9 13 30.0 - 5 1 3 4 1,198 92.5

27.     4 3 ▲ 25.0 - 1 1 1 - 368 ▲ 11.2
5 5 66.7 2 1 - - 2 2,710 3.7倍
6 4 ▲ 50.0 - 2 1 - 1 2,042 2.7倍
7 5 66.7 - 3 - - 2 214 17.0
8 4 33.3 - 1 - 1 2 225 ▲ 4.7
9 4 0.0 - 1 1 2 - 759 3.7倍

10 3 全増 - 1 - - 2 978 全増

(資料）㈱東京商工リサ一チ

件        数 負 債 総 額

(注)負債総額1千万円以上。

業    種    別 

 件数：左目盛

 負債総額：右目盛

10月

全増 
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（参考）

（1） 製紙

（資料）管内製紙会社

（2） フェリー

（資料）ハートランドフェリー（株）、羽幌沿海フェリー（株）

（3） 輸出・輸入

（資料） 稚内税関支署、札幌税関支署留萌出張所

（4） 燃料価格

（資料） 旭川市小売価格調査（毎月20日調査）
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【 本レポートに関する問い合わせ先 】 
      財務省 北海道財務局  旭川財務事務所  財務課 

         〒078-8503 
           旭川市宮前1条3丁目3番15号  旭川地方合同庁舎 
                            電話 0166(31)4151   
 
         本報告は、北海道財務局ホームページでもご覧いただけます。 

                       ホームページアドレス     http://hokkaido.mof.go.jp/ 
 


